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れらを分析することによって“あが り"の理論体

系に一歩でも近ずければと考える。そして、そこ

から“あが り"の防止方法が打ち出せるのではな

かろうかと推論するものである。今回の報告では

不安をあが りの一つの原因としてとらえ、不安内

容を分析しパーソナリティーとの関連をみるもの

である。 “あが り"を もたらす要因は内的、外的

なものを含め多様であることを認めつつ、橋本
(4た

小山
(7)ら

の報告にも見られるように、場面 (状況)

に向かうときの不安状態が “あが り"の大きな要

因にもなっている。不安をひきおこす要因も 「対

戦相手」 「経験年数」 「技術」 「コンディション」

等多くみられるが、今回はパーソナリティーとの

関連を分析したЭ不安とパーソナリティーとの関

連についての研究は徳永
° 0丹羽

lDl e麓(2)らで数

例の報告がみられたが、いずれも不安の 「高低」

とパーソナリティーとの関連で扱っており、その

結果はそれぞれ異なる速度を使用しているため必

ずしも単純に比較することはできない。また、そ

れらの研究では不安の 「状態」や 「内容」とパー

ソナリティーとの関係は扱っていない。

“あが り"は スポーツ場面に限らず日常生活で

も多 くみられる現象であることから、スポーツ以

外の領域からも資料を収集し、“あが り"の実態

を把握しようとするものである。

そこで我々は、自動車教習所の運転免許仮検定

時を緊張場面と設定、受験者の 日同性・態度調劉 。

「不安調査」 ・「人格検査」。「あがり徴候調劉

及び 「心拍数測定」を実施 してきた。その中から

”〓
口
　
ヾ

、

1.は じ め に

最近のスポーツ競技では、技術だけでなく心理

的側面すなわち“あが り"対策が重視されている

ことから、本研究グループはスポーツ競技の“あ

が り"を研究課題とした。“あが り"の概念につ

いては成瀬
(8).長

谷り|ド
3).長

田
(11)・

藤巻
(1)・

丹羽
(ω

らの著書にみられるように、視点や研究導入の相

違によって多少の差異が見られるものの、一般的

には 「過度の興奮 (緊張 )に より、精神 (神経 )

に混乱を生じ、パフォーマンスが低下した状態」

といわれる。又、別な観点から市村
(6)は

ぁがった

時の現象 (徴候 )を分析し、“あが り"は 「それ

ぞれの (自律神経系の緊張、心的緊張力の低下、

不安感情、運動技能の混乱 )要因の複合的な′亡ヽ理

学的及び生理的現象である」とのべている。日本

での“あが り"の研究は、1959年頃から体育学研

究や、日本体育協会誌等で報告されるようにな り、

その後、多種多様な研究が体育学会やスポーツ心

理学会等で報告 されてきた。それらの報告 につい

て徳永
(②

らは 「原因、徴候、対応策、そして“あ

が り"や すい人の性格等が分析され、スポーツに

おける心理面の トレーニングの重要性が指摘され

てきた。しかし、現状では的確な理論的説明や方

法論が乏しい」と指摘 しているように、今だに

“あが り"に 関しては理論的体系化がされている

とは言えない。

本研究は過去の文献をベースに 「あが り原因」

「あが り現象」 「緊張の程度」 「不安」 「パーソ

ナリティー」等の実態調査を多面的にとらえ、そ
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今回は受験者の 「不安」 ・「人格検査」との関係

を分析し、 “あがり
″
をもたらす要因について考

察するものである。自動車教習所の仮検定時を緊

張場面とした理由は、本研究グループが大学生

700名を対象にしたあがり場面の調査結果、学生

が自動車教習所での検定時をあがった場面として

多くあげていたこと、また調査に対するテクニッ

クの背景として次のことがあげられる。(1)技術の

レベルについては、ステップ方式で受験者は検定

時に一定の基準を満たし同等なレベルにある。

②自動車教習所の検定では行動時の心拍数測定が

可能と思われる。(Э検定の合否、すなわち、成功

と失敗の判定がはっきり現われるなどであった。

2。調 査 方 法 及 び 対 象者

被験者は総計203名 (男子 185名 ・女子18名 )

で、各調査の内訳は次のi重りである。 「不安調査」

203名 (男子 185名 。女子18名 )、 「属性 。態度

調査」 「徴候調査 」 「
｀
人格検査」は159名 (男子

141名 ・女子18名)、心拍測定37名、ただヒノ今回

は男子のデータだけを分析した。調査の内容につ

いては 「属性 ・態度」は16項目、 「人格検査」は

16 PF(THE SIXTEEN PERSON FACTOR、

日本文イヒ科学社 )を使用、 「徴候調査Jは 本研究

グループのこれまでの資料と文献を参考に45項目

(各 5段 階尺度、非常に感じた 。かなり感じた 。

少し感tルた 。あまり感じなかった ,全 く感じなか

つた )か らなる調査票を作製tノ使用、 1不 安調査」

はCSAI-2を 本1プ千究に合致するょうに修正した

ものを使用 (1:丈下,まCSAI-2と 言己す )、メか∫白訊J

定機は、II・Rメ モリートhc(ヴ ァイン社 )を使

用し/た。尚、調査時期につしヽては、 1不 安調査J

は検定の45クト′1時間前 (コ ース説明時 )に実施

し、 「人格検査」 「属性 ・態度調査J「 徴候調査」

の調査は仮検定終了後30分～1時間30分の間に実

施した。また 「心拍数沢J定Jは 被験者に対して仮

検定当日の受験者集合時間の約15分前 (仮検定の

約 1時 間前 )か ら仮検定終了後約30分までを継続

して測定 した。調査期間は昭和60年 1月 か ら11月

までである。尚不安調査だけ被験者数が多 くなっ

ているが、不安調査をした被験者が仮検定で不合

格になった場合、不合格者は筆記試験を受験でき

ず、よって他の調査は実施できなかった。後に、

不合格者には面接や郵送で調査を依頼 したが解答

は僅かであった。

3.分 析 方 法

今回の分析は、上記調査の 「不安調査」 。「人

格検査」それに 1属性 ・態度調査」で記述式回答

をさせた 「不安内容」 とである。 「不安調査」 と

「人格検査」については単純集計で各調査項目ご

との度数 。平均1直、クロス集計では、各項目の尺

度 (区 分 )に よる平均値の差の検定および各項 目

とのIEI関係数を算出 したЭ 「不安調査」の項目と

度数は表 1に 示 ヒノた通 りである。また 「CSAI―

2」27項 日を主因 」・解による因 f分 析 をし、 さら

にNormal Varinlax法 による直交回転を行な

い4因 子 を抽出 したぅその 4因 子を他項目との相

関係数を求めるため、L担子ごとに項目の得点を合

計 した。得点は、緊張 ・不安が高い程、又は、自

信がある程、 リラックスしている程高得点を与 え

るようにした。 「属性 ・態度調査」による不安の

内容分析は表 2に /スした1重りである。尚、 16 PF

についてはプロフ ィールによる分析は行なわず、

各項日の尺度点によってのみ解釈 tノたO

4。結 果 と 考 察

1)「
~不

安^Jと 「パーソナリティー」

表 3は 「CSAl-2」 27項 目と [~16PF」20項

目(第二次因子を4項 目を含む )との相関係数を

現わしたものである。 16PF項 目の一次因子では

「知能J「 罪責感」 「自己統制」 「浮動性不安」

の項目が 「CSAI-2_J の数項目とに有意な相関

がみられた。 1知 能」の項目では 「安心した気分J

[ちらの準備J「 胃のムヵつき」 「他者への気がか

りJ「 手の汗ばみ」 |~身体のかたさ」等の6項 目
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表 」

表 2

で危険率 5%の 有意差がみられた。

27項日中有意な相関がみらオ1/たのは

n=185

力)なり
そうである

34

54

26

で危険率 0.1%で 有意、 「
~イ

ライラする」 「ミス

に対する気がかり」 「L手 な運転操作への自信」

「精神的集中への不安」で危険率 1%で 有意、験

定への気がかりJ「 自信J「 胃の緊張J「 心臓の

鼓動J I~日標達成への不安J「 手の汗ばみJ「 身

体のかたさ」等で危険率 5%で 有意であった。つ

まり 「CSAI一 理 27項日中15もの項目において有

意差がみられた。すなわち 「罪責感群」 (自信が

る

く

あ

た

で
つ
う

ま

そ

嘉蔦

「CSAI-2」

6墳 目と少な

滅裂傾向 )は 1高知能群J(優 れた判断、

気、がんばり、知的関‐己ヽが高い )cミリ検定前に不

安が高まったと考え_られる。 1罪 黄感」の項目は

「自信のなさJ I不 合格に対する気がかり」 「下

手な運転操作へげ)気がか り」 |…胃のムカつき、J等

回答者 71名 (回答率 50%)
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表3 不安項目と16PFと の相関値

＼
＼
＼  16 PF

情
緒
的

分 |
裂
的

1検 定への気がか り 。023

2.あ が リ     ー.o53-

3.気持 ちのゆとリ ー.023-

4.自 信のなさ    001-

5イ ライラ    ー.037-

6.精 神的ここちよさ 。∞1-

7.転 操作
貧線か り 

°°77

8身 体の緊張   一。021

9。自 信     一.084-

1。不合格に
螢慕ふ り 

°°52-

H.胃 の緊張

12.安心 した気分  一。079-

13.ミスに対芸鳥かり ・095-
14.身体的 リラックス ー.017-

15.心の準備

16.下手矢房責爆瓶り °054-
17.心臓の鼓動    

―。∞9-

18上手な運転操瞥8_.∞1
19目 標達成への不安 。1∞

20胃 のムヵつ き  ―.037-

21精 神的 リラックス .054-

22.他者への気がか り 。136-

23手 の汗ばみ    .065-

24目 標達成への自信 ・093-

%精神的集中へ
宗安 ・°25-

26身 体のかた さ   。099-

27合 格への自信   。047

ない、自責的、不安定な、心配性、人目を気にす

る)は 「自信群」 (落 ち着いた、穏やかな、安定

した、満足感 )よ り検定前に不安が高まったと言

える。 「自己統制」の項目では 「検定への気がか

り」 「精神的ここちよさ」 「下手な運転操作への

気がかり」 「他者への気がか り」 「精神的集中へ

の不安」 「身体のかたさ」等で危険率 5%で 有意

であった。つまり「CSAI-2」 27項 目中6項 目

で有意な相関がみられた。すなわち、 「無統制群」

(気 まま、しまりのない、衝動的、無軌道 )は

「統制群」 (自律的、意志的、きちょうめん、自

制的 )よ り仮検定前で不安が高 くなったと考えら

れる。 「浮動性不安」項目は 「心臓の鼓動」 「胃

のムカっき」 「精神的集中への不安」等で危険率

0.1%で 有意、 「検定への気がか り」 「不合格に

対する気がか り」 「身体のかたさ」で危険率 1%

.172-.133 .067 .145

.067 .202-。104 .001

. 0 4 7  .うё五 .o43-. 0 5 1

.∞5 。H6 .061 .∞ 2

.048 .147-.Ool .001

-。040  .193 -.017 -.055

。031-.028 .066 001

.010  .315  .058-。 1"

―.028 .211 .108-.090

で有意、 「自信のなさ」 「身体の緊張」 「ミスに

対する気がか り」 「目標達成への不安」等の項目

と危険率 5%で 有意であった。つまり 「CSAI-2」

27項目中12項目で5%以 下の有意差がみられた。

すなわら、 「高緊張群」 (固 くなる、欲求不満的、

興奮的、いらいらした )は 「l_t緊張群」 (くつろ

ぐ、穏やか、不活発、平静 )よ り仮検定前で不安

が高 くなったと言える。 16PFの 一次因子ではパ

ーソナリティー特性で罪責感が高い程、緊張感が

高い程、仮検定前に不安が高まったと推測できる

し、知能が低い程、統制がない程、仮検定前に不

安が高まる傾向にあったと思われる。

16PFの 二次因子 4項 目をみると、 「不安」項

目が 「CSAI-2」 27項目中13項 目で5%以 下の

有意差がみられた。この二次因子の不安項目は、

一次因子の 「浮動性不安」 「罪責感」 「自我強度」

高 支 高 強 脅
自  配  潮  超 脅威
我  的  的 弱 自 威 に

低 1 服 1 退 1 超我  に抗
自  従  潮   自 1 過性
我 的 的 我 敏 |

。135 。106 .044 .065-.016

-.095 .056 .040 .055 .032

-.∞ 1 .046 .043 .151 .051

-,090 .Hl .001 .077-.012

-.118 。107 .047 .060 .039

-。102-.081-.059-.049-.037

.038-.032-.046 .102-,001

-.068 .028 .028 .083-.038

-.020 .023 .022-.119 。018

-。1∞  。141 .012 .023-.001

-。154 。138 .026-.098-.053

。∞ 1 .囲 ―.∞7 .013 .101

-.014 .092 .040 。104-.080

.019-.∞ 1-.029-.001 .052

.056 .∞ 1 .084 .074 .H9

-。139 。094 .010.061-.080

-.036 .035 .047 .091-.133

.046 。124 。163-.090 。192

-.047 .030-.022 .029-.097

-。154  .150  .033  .013 -.021

.050 .019 .034-.044 。134

-。lH 。122 .065 。138-.001

-.112  .056 -.030  .020 -.071

-.028  .012  .033-.141  .031

-.191 .058 .001 .043-106

.001 .081 .001 .072 .110

。121 .080 .080-.063 .021

情   内  自  狡
緒 的 閉 猾

現過 内緊  性   |
実敏 的張 現 1 無
主 1 弛 1 実  技
義 lFl性 巧

一。083 .192 .018-.∞ 1

.070 .037 .092 .046

-.001 .∞ 1 ,001-.065

-.023 .090 .025-.058

-.∞ 1 .080 。037-.048

-。061 .027-.028 .025

.093-.157 .088 .042

.099-.001 ,084 .∞ 1

.073-.053 .CX11 .092

-.034-.062 .111-.188

.020-.012 .134-.078

.044 .041 .012-.179

。127 -。011  .032-.052

.063 .120-.001-.013

.106 。∞ 1-.034 .077

.001  .018 .073-.016

.001 .039-.001-.046

-.001 .H6-.081 .H6

.073-.010-.040-.018

.02 .∞ 6 .043 .114

.084 .080.031 .020

.042-.040 .H7-。 097

.077  .134  .083 -.055

.001 .072 .109 .014

.042 .124-.131-。 154

-.012-.001 .022 .046

.011 .∞ 6 .203 .154

罪  急  自
責  進  己
感  性 集充

充 1 保 1 団足
足  守  依 |
感  性  存

。212  .067  .014 -

.148 .o01 .098-

一.130 .049-.050-

.287  .014-.023-

。244 -.072 -.010 -

―.016 .o01-.062

.161  .018  ,188 -

。161-.042 .108-

―.198-.001 .028-

.う夕愚 .021 .075-

。213  .oll ―.001 -

一。060 -.029 -。 079

。2二患一。132 .057-

―.101 .032-.046

-。154 .Hl― .032-

。295-。056 .034-

。190-.070-。C128-

―.218 -.020-.057

.205  。186  .197 -

.290-.050-.023-

―。126  .026-.051 -

。156-.082 .079-

。191 -。126  .001 -

一。156-.036-.058-

。227 .∞ 2 .061

.170-.062 .0"―

一。140 .037 ,068
+Pく

。1

内
向

性

高  行  独
不  動  立
安  的  性

低 1 心 1 依 |
不  情  存
安  的  性

.064 。280 .039 .001

.001 .154 .027 .001

.061-.081 .101 .091

.027 .216-.013-.056

.035 。2五芝 .o47-。048

.056  .018-.076-.070

,084 .064-.081-。 024

.“7 .161-.013-.001

.019-.061 .076 .0認

.049 .224 .056.026

。025 。218 .048 .038

.056-.016 .043 .o01

.∞1 .191-.095-.078

.028-.051-.062 .048

.068 -。129  .014  。121

.012 .241-.032-.078

―.001 .246 .077-.128

外
向

性

―
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「猜疑心」 「不安抑制力Jで 構成されている。す

なわち、二次因子では 「自信がない群」 「放縦的

(衝動的 )なもの」 「固くなる(落ち着かない、

張 りつめた )ものJが 、自動車教習での仮検定時

において不安感を高める一つの要素といえる。今

回の結果は、上述したように仮検定前に不安を規

定するパーソナリティー特性として 「罪責感」、

「知能」 「自己統制」 「浮動性不安」の項目があ

げられた。しかしこれらの結果は徳永り丹羽
回
ら

の報告 と必ずしも一致しなかったっこのことは緊

張場面、検査様式等の相違が起因するとも考えら

れ、今後より検討する必要があろう。

次に 「CSAI-2」 を因子分析した結果を表 4に示

す。抽出された4因子は、緊張 。自信 ・不安 ・リ

ラックスと解釈した。これは橋本
(5)ら

がスポーツ

選手に実施した因子分析と少し異なる結果となっ

たが、場面、緊張の度合、測定時期等の相違があ

り当然の結果ともおもわれる。これら抽出された

各々の因子に項目得点を加算し尺度点を作成し、

それと16 PF項目との相関値を算出した。その結

果を表 5に示す。 「罪責感」の項目では 「緊張因

子」 「不安因子」で0.1%の 危険率で有意であり、

孝  看  ] 集見  ] 曇1 雀  曇  ヨ  書
無  充 1 保 1 団足 低 1 低 |1内 1 低 1 心 1 依 |

袴 懸 種 簿
1管

嚢1程裏 馬 種
―
“
7.う意恵―.o83.046_214.五i患|.∞1.j∬ .o52-.068

.117-。2三百.001-.∞1 .001 .0601.∞1 .1威.059.091
-。053 .307 .020 。1"― .172 .2331-.012 .%1-。 051-,033
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表 4 日本語版 CSAI-2(仮 検定用に修正 )の回転後の因子負荷量

表 5 不安因子と16 PF
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「自信因子」とは1%の 危険率で有意であった。

「自己統制」の項目では、 「緊張因子」 「不安因

子」で5%の 危険率で有意であった。 「浮動性不

安」項目では 「緊張因子」と0.1%の 危険率で有

意であり、 「不安因子」とは1%の 危険率で有意

であった。すなわち、 「罪責感」の項目では 「リ

ラックス因子」を除 く他の3因子 との相関がみら

れ、 「罪責感群」は緊張が高まり、自信がなくな

り、不安感が高まるといえよう。 「自己統制」、

「浮動性不安」の項目では、 「緊張因子」 「不安

因子」と相関がみられ、無統制群、高緊張群程、

仮検定前で緊張が高まり、不安が高まったといえ

る。このようにパーソナリティー特性によって不

安の内容 (種類 )が異なることが推測できる。依

って不安内容をより分析する必要があると思われ

る。第二次因子では 「不安」項目で 「緊張因子」

と0.1%、 「不安因子」と1%の 危険率で有意差

がみられた。すなわち一般的な不安が高い場合、

仮検定前に緊張感や不安感が高まったといえる。

2)「 不安の内容」 と 「パーソナリティー」

豚 安の内容」については表 2の とおりである。不

安についての設間は「この検定で不安を感じた人が

いましたら、どのような不安か箇条書 きで記入し

て下 さい」とし、不安内容を具体的に記入しても

らった。回答者は被験者 141名中70名で約50%の

回答率であった。回答の内容分析にあたっては、

先ず内容を 「不合格に対する不安」 「技能に対す

る不安」 「その他」の3項 目に大別し、さらに

「不合格に対する不安」 「技能に対する不安」の

2項 目は 「漠然とした回答」と 「具体的な回答」

に分けた。また複数回答があったが、他項目との

クロス集計をするため第一位記入を回答とした。

上記 3群 を 「属性 。態度調査Jの 「合否」 「あが

り意識J項 目でみると、 「不合格に対する不安」

群は 「技能に対する不安J群 より有意差がみられ

なかったものの平均得点が高い。すなわち、 「不

合格に対する不安」群は 「技能に対する不安」群

より不合格者が多く、あが りの自覚が強い傾向で

あった。たとえば合否の比率をみると 「不合格に

対する不安」群は25名中4名 (16%)の 不合格者

がおり、 「技能に対する不安J群 は41名中 1名

(2.4%)で ある。また 「その他」群は上記 2群

に比べどの項目でも平均値が低 くあが りに関する

自覚が弱かったと言えよう。そこで、 「不合格に

対する不安」群と 「技能に対する不安」群を16P

Fの 項目とクロス集計し差の検定を試みた。その

結果、どの項目においても有意差がみられなかっ

た。しかし、 「その他」群は16項目の全ての項目

で得点平均値が最高点か最低点であり、他の2群

と異なった傾向を示していた。

結   論

本研究は、自動車教習所の仮検定時を緊張場面

と設定し、被験者 141名 (男子 )の仮検定前の不

安状態 (CSAI-2)と 自由記述させた不安内容を

分析し、それと16PFと の関連をみたものである。

その結果は次のように要約される。

1)CSAI-2の 項目と16PFと の関連をみた限

り、 「罪責感群」は 「自信群Jよ り、 「高緊張群」

は 「低緊張群」より仮検定前に不安感が高くなっ

た。また 「低知能群」は 「高知能群」より「無統

制群」は 「統制群」より仮検定前に不安感が高 く

なる傾向がみられた。

2)CSA正 -2項 目を因子分析した結果と16PF

では、 「罪責感」の項目では 「緊張因子」 「不安

因子」 「自信因子」と有意な相関がみられ、 「自

己統制」 「浮動性不安」の項目では、 「緊張因子」

「不安因子」と有意な相関がみられた。

3)不 安の内容分析では、不安の内容によって

16 PFの 項目に有意差はみられなかった。
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